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明
倫
館
で
夢
を
実
現
す
る
ぞ
！

明
倫
館
で
夢
を
実
現
す
る
ぞ
！

二
十
四
年
度  

希
望
に
満
ち
た
九
人
が
入
寮

明
倫
館
で
夢
を
実
現
す
る
ぞ
！

明
倫
館
で
夢
を
実
現
す
る
ぞ
！  

二
十
四
年
度

二
十
四
年
度    

希
望
に
満
ち
た
九
人
が
入
寮

希
望
に
満
ち
た
九
人
が
入
寮

明
倫
館
で
夢
を
実
現
す
る
ぞ
！ 

二
十
四
年
度  

希
望
に
満
ち
た
九
人
が
入
寮

　

平
成
二
十
四
年
四
月
、
南
豫
明
倫
館
に
夢
と
希
望
を
抱
い
た

九
人
の
若
者
が
入
っ
て
き
た
。
親
元
か
ら
離
れ
て
の
生
活
は
不

安
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
入
寮
か
ら
半
年
が
た
ち
、
す
っ
か
り
落

ち
着
い
た
表
情
に
な
っ
た
。
入
寮
後
間
も
な
く
お
の
お
の
「
将
来

の
抱
負
」
な
ど
を
聞
い
た
。

古
泉　

翔
悟
（
日
本
大
学
・
経
済
学
部
、
八
幡
浜
市
）

1　

八
幡
浜
高
校
出
身
の
古
泉
翔
悟
で
す
。
趣
味
は
プ
ロ
野
球

観
戦
で
、
巨
人
フ
ァ
ン
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
四
年
間
で
、
い

ろ
い
ろ
な
面
で
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2　

将
来
は
地
方
公
務
員
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大

学
生
活
で
身
に
つ
け
た
知
識
を
生
か
し
、
地
元
の
財
政
運

営
の
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
村　

凌
平
（
駒
澤
大
学
・
経
済
学
部
、
宇
和
島
市
）

1　

私
は
、
宇
和
島
東
高
校
で
商
業
科
と
し
て
学
ん
で
き
て
、

検
定
資
格
な
ど
の
取
得
に
励
む
事
で
簿
記
の
科
目
が
得

意
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
部
だ
っ
た
の
で

ス
ポ
ー
ツ
も
人
並
み
に
で
き
ま
す
。

2　

ま
ず
、
大
学
生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
将
来
は
今
ま
で
学
ん
で
き
た

事
を
生
か
し
て
、
立
派
な
社
会
人
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

宇
都
宮　

和
彦
（
国
士
舘
大
学
・
文
学
部
、
宇
和
島
市
）

1　

僕
は
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
に
入
っ
て
い
ま
す
。
趣

味
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
と
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
旅

行
に
行
く
こ
と
で
す
。

2　

将
来
は
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
と
、
趣
味
を
生
か
せ
ら

れ
る
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い
で
す
。

大
野　

寛
人
（
専
修
大
学
・
商
学
部
、
宇
和
島
市
）

1　

宇
和
島
東
高
校
商
業
科
出
身
の
大
野
寛
人
で
す
。
小
学

生
の
頃
か
ら
高
校
ま
で
剣
道
を
続
け
、
三
段
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
で
は
勉
学
だ
け
で
な
く

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

2　

高
校
で
学
ん
だ
会
計
を
生
か
し
、
大
学
で
は
更
に
専
門

的
な
知
識
を
身
に
付
け
、
将
来
の
夢
で
あ
る
公
認
会
計

士
に
な
れ
る
よ
う
勉
学
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

池
田　

洋
生
（
明
治
大
学
・
商
学
部
、
宇
和
島
市
）

1　

宇
和
島
南
中
等
教
育
学
校
出
身
の
池
田
洋
生
で
す
。
部

活
で
卓
球
を
し
て
い
ま
し
た
。
一
日
も
早
く
東
京
の
雰

囲
気
に
慣
れ
、
勉
強
に
精
を
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2　

色
々
な
事
に
興
味
を
持
つ
癖
が
あ
る
の
で
、
そ
の
興
味

の
旺
盛
さ
を
活
か
し
つ
つ
見
識
を
広
め
、
人
々
に
様
々

な
も
の
を
P
R
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

渡
邊　

圭
（
明
治
大
学
・
商
学
部
、
鬼
北
町
）

1　

宇
和
島
東
高
校
商
学
科
出
身
の
渡
邊
圭
で
す
。
現
在
は

体
育
会
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
在
籍
し
て
お
り
、
運
動
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
文
武
両
道
を

目
標
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

2　

将
来
は
、
商
社
へ
入
社
し
、
海
外
を
舞
台
に
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ

の
四
年
間
で
、
必
要
な
能
力
や
知
識
を
身
に
つ
け
て
い

き
た
い
で
す
。

野
本　

龍
（
東
京
理
科
大
学
・
工
学
部
第
一
部
、
松
山
市
）

1　

東
京
理
科
大
学
工
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
、
野
本
龍
で

す
。
東
京
で
の
寮
生
活
で
集
団
生
活
で
の
マ
ナ
ー
や

ル
ー
ル
を
学
び
た
い
と
思
う
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

2　

私
は
、
大
学
で
電
気
工
学
を
学
び
、
将
来
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
道
に
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
こ
の
大
学
の
四
年
間
を
全
力
で
学
業
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

上
田　

敬
人
（
東
京
工
業
大
学
・
第
一
類
、
松
山
市
）

1　

東
京
工
業
大
学
第
一
類
に
進
学
し
た
上
田
敬
人
で
す
。

東
京
で
の
生
活
は
初
め
て
で
、
戸
惑
う
と
こ
ろ
も
多
い

の
で
す
が
、
除
々
に
慣
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2　

数
学
が
好
き
な
の
で
、
数
学
の
研
究
を
や
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
寮
に
も
学
校
に
も
優
秀
な
先
輩
が
多
い
の
で
、

そ
こ
か
ら
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
、
自
分
の
夢
に
繋
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

栗
田　

椋
介
（
成
蹊
大
学
・
経
済
学
部
、
青
森
市
）

1　

青
森
か
ら
来
て
と
て
も
よ
そ
者
で
す
の
で
、
愛
媛
の
同

年
代
の
人
た
ち
と
仲
よ
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。
趣
味

は
ス
ポ
ー
ツ
や
映
画
、
音
楽
鑑
賞
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2　

ま
だ
将
来
就
き
た
い
職
業
は
決
め
て
ま
せ
ん
が
、
大
学

在
学
中
に
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、
生
涯
の
職
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
九
月
下
旬
に
退
寮
。

入
寮
生
氏
名
（
大
学
・
学
部
、
出
身
地
）

1　

自
己
紹
介　
　

2　

将
来
の
抱
負

入
寮
生
の
言
葉

平成24年度下期委員会役員名簿
委員長 槇本　颯太郎

副委員長 大野　暁洋

　〃　 上田　雄喜

整　備（東） 山本　晃弘

　〃　（西） 河野　　寛

風　紀 谷　　貴人

広　報 田中　悠悟

企　画 三瀬　翔兵

情　報 濱田　勝太

サロン 土手　貴裕

会　計 山口　賢人

　

今
期
、
自
治
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
槇
本
颯

太
郎
と
申
し
ま
す
。
私
に
数
々
の
偉
大
な
先
輩
方
の
よ
う
に
、
立

派
に
務
め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
不
安
な
面
も
多
々

あ
り
ま
す
が
、
責
任
感
を
強
く
持
っ
て
、
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
、

寮
生
活
を
よ
り
良
い
方
向
へ
向
か
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
明
倫
館
は
変
化
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
機
会
に
立
ち
合
う
か
ら
に
は
、
明
倫
館
に
お
け
る
素
晴
ら

し
い
伝
統
を
守
り
つ
つ
も
、
新
し
い
明
倫
館
を
皆
で
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
寮
生
一
同
が
、
社
会
の
一
員
と

し
て
自
覚
を
持
っ
て
行
動
し
、
頂
い
た
恩
を
返
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
、
立
派
な
人
間
に
将
来
な
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
寮
生

活
の
改
善
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
委
員
長　
　

槇
本　

颯
太
郎

慶
応
義
塾
大
学  

法
学
部

寮
生
活
の
改
善
に
邁
進

八 幡 浜

宇和島東

宇和島南

南 宇 和

松 山 東

新　　田

愛　　光

済　　美

済美平成

合　計

11

22

6

1

1

3

1

2

2

49

1

2

1

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

4

4

1

1

1

1

2

1

1

4

1

5

1

1

2

4

3

1

8

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

　
　

合　

計

26 

早
稲
田
大

25 

立　

正　

大

24 

立　

教　

大

23 

明
治
学
院
大

22 

明　

治　

大

21 

法　

政　

大

20 

日　

本　

大

19 

東　

洋　

大

18 

東
京
理
科
大

17 

東
京
農
大

16 

東
京
工
科
大

15 

東
京
経
済
大

14 

東　

海　

大

13 

帝　

京　

大

12 

拓　

殖　

大

11 

専　

修　

大

10 

成　

城　

大

9 

駒　

澤　

大

8 

国
士
舘
大

7 

國
學
院
大

6 

工
学
院
大

5 

慶　

応　

大

4 

東
京
農
工
大

3 

東
京
工
業
大

2 

東
京
海
洋
大

1 

東　

京　

大

10月1日現在

在籍
大学

出身
高校

平成24年度在寮生  大学・出身高校一覧

八 幡 浜

宇和島東

宇和島南

南 宇 和

松 山 東

新　　田

愛　　光

済　　美

済美平成

合　計

11

22

6

1

1

3

1

2

2

49

1

3

2

1

1

8

3

4

3

10

4

10

1

1

2

1

19

3

5

1

2

1

12

　
　

合　

計

　

四
年
生

　

三
年
生

　

二
年
生

　

一
年
生

出身
高校

学年別出身高校一覧
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九
十
歳
の
老
い
ぼ
れ
に
何
か
話
せ
と
い
わ
れ
た
が
、

う
っ
か
り
喋
る
と
お
説
教
じ
み
て
敬
遠
さ
れ
る
。
ふ
と

考
え
た
。

　

諸
君
と
同
じ
十
八
、
九
歳
に
私
は
な
に
を
し
て
い

た
か
、
こ
れ
も
、
半
世
紀
も
遡
っ
て
は
世
情
が
ま
っ
た

く
違
う
の
で
、
得
意
げ
に
し
ゃ
べ
っ
て
み
て
も
、
君
た

ち
に
は
興
味
な
い
だ
ろ
う
。
な
ん
と
な
く
夢
を
追
っ
た

大
正
、
戦
争
の
渦
に
喘
い
で
敗
戦
と
復
興
に
、
な
り
ふ

り
か
ま
わ
な
か
っ
た
昭
和
、
バ
ブ
ル
が
弾
け
て
、
二
等

国
で
な
ぜ
悪
い
、
と
妙
な
こ
と
を
い
う
政
治
家
ま
で
あ

ら
わ
れ
た
平
成
ま
で
、
よ
く
も
ま
あ
、
生
き
て
き
た
も

の
よ
。

　

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
生
ま
れ
だ
。
こ
の
年
十
一

月
二
十
五
日
、
宇
和
島
に
摂
政
宮
殿
下
（
の
ち
の
昭
和

天
皇
）
が
来
ら
れ
て
、
南
予
は
興
奮
し
た
。
宇
和
島
中

学
（
宇
和
島
東
高
の
前
身
）
の
校
庭
を
埋
め
つ
く
し
た

人
々
は
、
そ
の
時
だ
け
の
奉
迎
歌
を
歌
っ
た
。
若
い
殿

下
は
、
天
赦
園
で
ご
休
憩
後
、
城
山
に
登
ら
れ
、
天
守

閣
に
も
入
ら
れ
た
。

　

宇
和
島
が
も
っ
と
も
輝
い
た
こ
の
日
を
、
し
ば
ら
く

は
記
念
日
と
し
、
小
学
校
で
は
記
録
映
画
が
上
映
さ

れ
た
。

　

昭
和
初
期
、
経
済
大
不
況
と
戦
争
機
運
が
綯
い
交

ぜ
て
襲
っ
た
。
柳
条
湖
事
件
や
上
海
事
変
、
五
･
一
五

事
件
、
三
陸
の
大
地
震
と
大
津
波
、
や
け
く
そ
の
よ
う

に
「
東
京
音
頭
」
が
大
流
行
、
宇
和
島
で
は
築
地
花
街

が
大
繁
盛
と
裏
腹
に
、
我
が
家
は
父
親
の
勤
め
て
い

た
製
糸
工
場
が
倒
産
し
た
。
沖
仲
仕
の
日
雇
い
仕
事

も
あ
っ
た
り
な
か
っ
た
り
、
乞
食
の
よ
う
な
格
好
で
、

樺
崎
の
貯
木
場
小
屋
か
ら
戻
っ
て
来
る
父
親
に
遭
っ

た
り
す
る
と
、
こ
ど
も
で
も
恥
ず
か
し
く
、
物
陰
に
隠

れ
た
も
の
だ
。

　

そ
れ
で
も
商
業
学
校
（
宇
和
島
東
高
商
業
科
の
前
身
）

に
二
年
だ
け
の
約
束
で
通
わ
せ
て
く
れ
た
。
三
年
目
に

辞
め
ろ
と
い
わ
れ
た
が
、
拾
う
神
が
あ
っ
て
、
授
業
料

を
貸
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
こ
ろ
伊
達
家

に
は
、
旧
制
中
学
に
も
奨
学
金
制
度
の
恩
典
が
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
服
も
帽
子
も
靴
も
鞄
も
一
年
か
ら
五
年
卒

業
ま
で
一
度
買
っ
た
き
り
。
さ
す
が
に
背
丈
は
伸
び
る
。

継
ぎ
足
さ
な
け
れ
ば
服
は
着
ら
れ
ず
、
洗
い
晒
し
た

服
に
背
中
や
袖
口
、
ズ
ボ
ン
の
両
脇
と
裾
に
足
し
た
布

と
が
、
遠
目
に
も
よ
く
わ
か
っ
た
。
ゴ
ム
靴
に
も
困
っ

た
。
履
く
と
指
が
く
っ
き
り
と
見
え
る
く
ら
い
窮
屈
に

な
っ
た
。
ズ
ッ
ク
鞄
は
白
い
女
学
校
専
用
を
使
っ
た
。

商
業
は
黒
だ
っ
た
が
親
の
知
人
の
お
嬢
さ
ん
の
お
古
で
、

こ
れ
も
全
校
で
私
だ
け
。
大
目
に
許
し
て
も
ら
っ
た
。

黒
帽
は
誰
か
の
お
下
が
り
だ
っ
た
。

　

教
科
書
は
上
級
生
と
特
約
し
て
、
三
学
期
の
試
験

が
終
わ
る
と
、
お
互
い
に
値
付
け
し
あ
っ
て
買
い
ま
わ

し
た
。
困
る
の
は
前
の
教
科
書
が
使
え
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
。
「
先
生
、
困
る
が
な
し
。
な
ん
と
か
し
て
や

ん
な
せ
や
」
と
泣
き
つ
き
、
叱
ら
れ
た
。
一
度
だ
け
、

修
身
の
教
科
書
だ
っ
た
か
、
友
だ
ち
の
を
写
本
し
て
ご

ま
か
し
た
。

　

小
遣
い
な
ど
貰
っ
た
こ
と
は
な
い
。
有
難
い
こ
と
に
、

商
業
一
、
二
年
は
夏
休
み
に
、
先
生
に
勧
め
ら
れ
て
、
宇

和
島
運
輸
の
庶
務
課
の
給
仕
を
や
っ
た
。
机
と
椅
子
と
、

三
円
八
十
銭
も
し
た
が
『
新
脩
漢
和
大
字
典
』
が
買
え

た
。
字
引
は
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
が
、
い
ま
も
使
っ
て
い
る
。

　

三
年
か
ら
は
奨
学
金
月
額
六
円
が
あ
る
、
授
業
料
月

額
四
円
五
十
銭
を
払
っ
て
も
一
円
五
十
銭
と
い
う
法
外

な
大
金
が
残
っ
た
。
し
か
も
五
年
の
と
き
、
家
に
勉
強

に
く
る
下
級
生
が
い
て
、
お
母
さ
ん
家
庭
教
師
料
だ
と

い
っ
て
持
っ
て
き
た
。
先
生
に
相
談
し
た
ら
、
に
や
っ

と
し
て
「
貰
っ
と
け
」
と
い
わ
れ
た
。
と
た
ん
に
家
に

食
費
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
年
、
骨
相
占
い
が

私
の
頭
を
撫
で
回
し
て
、
「
あ
な
た
は
カ
ネ
に
困
ら
ぬ

人
だ
」
と
暗
示
さ
れ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
か
、
と
い
ま

で
も
生
活
費
で
は
ジ
タ
バ
タ
し
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
、
十
八
歳
、
商
業
五
年
を

卒
業
、
い
ま
で
い
え
ば
高
校
二
年
卒
の
学
歴
だ
が
、
大

阪
の
住
友
鉱
業
株
式
会
社
に
採
用
さ
れ
た
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建

て
二
百
人
収
容
の
宿
舎
「
自
勝
寮
」
に
入
れ
た
。
自
勝

と
は
克
己
（
己
に
克
つ
）
の
意
味
で
『
老
子
』
が
出
典
で

あ
る
。
大
阪
河
内
信
貴
山
西
麓
の
田
圃
の
中
に
あ
っ
て

環
境
抜
群
。
九
畳
部
屋
を
三
人
が
つ
か
っ
た
。
三
人
と

い
う
数
字
に
は
意
味
が
あ
り
、
一
人
で
は
「
不
善
を
な

す
」
と
い
い
、
二
人
で
は
「
甲
論
乙
駁
し
て
ま
と
ま
ら

ず
」
、
三
人
な
ら
ば
「
鼎
の
よ
う
に
安
定
す
る
」
と
住

友
総
理
事
小
倉
正
恒
（
一
八
七
五
〜
一
九
六
一
。
戦
時
中
の

大
蔵
大
臣
）
が
寮
名
と
併
せ
て
考
え
ら
れ
た
よ
う
だ
。

　

全
国
の
商
業
学
校
か
ら
集
ま
っ
た
雛
職
員
（
住
友
は

「
社
員
」
と
い
わ
な
か
っ
た
）
ば
か
り
で
あ
る
。
私
の
部

屋
は
一
年
先
輩
の
石
川
県
人
、
同
輩
は
群
馬
県
人
、
お

互
い
に
借
り
物
の
よ
う
な
標
準
語
で
話
し
た
が
、
す

ぐ
に
お
国
こ
と
ば
に
脱
線
し
た
。
住
友
グ
ル
ー
プ
の

各
社
に
勤
め
て
い
て
、
同
じ
会
社
は
同
室
で
き
な
い

ル
ー
ル
だ
っ
た
。
気
の
合
わ
ぬ
同
室
者
で
も
半
年
辛

抱
す
れ
ば
よ
い
。
世
の
中
は
万
事
そ
う
い
う
も
の
だ

と
教
え
ら
れ
た
。

　

自
治
寮
と
い
っ
て
も
同
時
入
社
の
大
卒
指
導
員
（
六

畳
室
の
個
室
を
使
い
「
六
畳
室
委
員
」
と
い
っ
た
）
が
六
人
居

て
、
風
紀
は
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
た
。
諸
行
事
は
、
大

広
間
で
月
例
集
会
を
開
き
、
全
員
合
意
で
取
り
決
め
た
。

　

旧
制
高
等
学
校
寮
の
感
じ
だ
が
、
未
成
年
の
社
会

人
だ
か
ら
寮
の
暴
飲
は
厳
禁
、
集
会
に
は
十
銭
の
駄

菓
子
袋
が
配
ら
れ
た
。

　

秋
季
皇
霊
祭
（
い
ま
の
勤
労
感
謝
の
日
）
が
寮
文
化
祭

で
、
午
前
は
運
動
会
、
午
後
は
全
員
相
撲
大
会
、
夜
は

各
階
競
争
の
演
劇
、
音
楽
、
手
品
、
落
語
、
漫
才
…
、

近
所
の
人
ま
で
招
い
て
、
優
劣
を
投
票
し
て
も
ら
っ
た
。

夕
食
は
酒
厳
禁
の
す
き
焼
き
食
べ
放
題
。

　

会
社
の
職
員
歓
送
迎
会
も
、
未
成
年
者
は
絶
対
禁

酒
。
し
か
し
、
兵
隊
検
査
に
合
格
し
た
と
き
、
は
じ
め

て
先
輩
が
ビ
ー
ル
を
勧
め
て
く
れ
た
。
寮
の
出
征
激
励

会
は
、
後
輩
の
未
成
年
者
が
い
る
手
前
、
酒
は
な
し
。

酒
で
誤
魔
化
す
人
生
は
、
決
し
て
本
物
で
は
な
い
と

懇
々
と
諭
さ
れ
た
。

　

寮
で
は
半
年
に
一
度
、
部
屋
替
え
が
あ
り
、
不
公
平

の
な
い
よ
う
公
開
抽
選
し
た
。
同
室
者
も
変
わ
っ
た
か

ら
、
出
征
す
る
ま
で
二
年
半
に
多
く
の
同
室
者
が
で
き
、

こ
の
歳
に
な
っ
て
も
お
互
い
に
励
ま
し
あ
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
沢
山
戦
死
し
た
。

　

戦
争
の
話
は
ま
た
何
時
か
機
会
が
あ
れ
ば
し
た
い
。

寮
生
と
、
戦
場
で
ば
っ
た
り
遭
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
無

性
に
う
れ
し
か
っ
た
。
た
と
え
明
日
死
ん
で
も
よ
い
、

今
日
ま
で
生
き
た
証
を
彼
が
伝
え
て
く
れ
る
と
、
ホ
ッ

と
し
た
。
そ
の
寮
生
と
は
、
す
ぐ
別
れ
た
。
戦
死
し
た

の
か
、
二
度
と
遭
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
人
生
っ
て
そ

ん
な
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
二
〇
一
二
・
九
・
一
七
）

編
集
後
記

▼
南
豫
明
倫
館
の
庭
か
ら
虫
の
音
が
聞
こ
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
小
金
井
は
緑
が
多
く
、
昼
間
は
鳥

の
さ
え
ず
り
が
流
れ
ま
す
。
明
倫
館
は
自
然
に
恵

ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
場
所
に
あ
る
と
、
あ
ら
た
め
て

感
じ
ま
す
。

▼
平
成
二
十
四
年
度
は
後
半
に
差
し
掛
か
り
ま
し
た
。

四
年
生
は
残
り
半
年
で
す
。
悔
い
の
な
い
よ
う
大
学

生
活
を
謳
歌
し
て
く
だ
さ
い
。
三
年
生
は
就
活
が

始
ま
り
ま
す
。
人
生
の
目
的
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
、

仕
事
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

▼
一
、
二
年
生
と
し
て
も
、
う
か
う
か
し
て
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
四
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
海
外
旅
行

も
い
い
で
し
ょ
う
。
若
い
ほ
ど
感
動
は
増
す
の
で
す
。

積
極
的
に
見
聞
を
広
め
、
寮
内
外
で
教
師
や
友
人
、

先
輩
と
大
い
に
親
交
を
深
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

解
説

　

二
〇
一
一
年
十
二
月
、
五
十
六
歳
の
若
さ
で
亡

く
な
っ
た
ジ
ョ
ブ
ズ
は
、
人
類
に
三
つ
目
の
リ
ン

ゴ
を
与
え
た
。
一
つ
目
は
エ
デ
ン
の
知
恵
の
リ
ン

ゴ
、
二
つ
目
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
落
ち
た
リ
ン
ゴ
、

三
つ
目
は
ジ
ョ
ブ
ズ
の
齧
り
か
け
の
リ
ン
ゴ
。
な

ぜ
彼
は
齧
っ
て
し
ま
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
人

類
に
は
エ
デ
ン
か
ら
持
ち
出
し
た
「
本
来
の
頭

脳
」
が
あ
る
の
に
、
か
れ
は
永
久
に
齧
り
き
れ
な

い
「
も
う
一
つ
の
頭
脳
」
を
遺
し
た
。
ジ
ョ
ブ
ズ

の
リ
ン
ゴ
は
ま
だ
十
一
年
し
か
た
っ
て
い
な
い

が
、
人
類
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
た
猿
に

退
化
さ
せ
か
ね
な
い
勢
い
だ
。

　

と
ん
だ
モ
ノ
を
創
っ
て
く
れ
た
と
慌
て
る
も
の

の
、
ジ
ョ
ブ
ズ
が
伝
え
た
か
っ
た
の
は
モ
ノ
で
は

な
く
思
想
だ
っ
た
。

　

巻
頭
の
「
ス
テ
イ
･
ハ
ン
グ
リ
ー
、
ス
テ
イ
・

フ
ー
リ
ッ
シ
ュ
（
飢
え
て
い
な
さ
い
、
ば
か
げ
て

い
な
さ
い
）
」
と
は
、
本
来
の
頭
脳
を
枯
渇
さ
せ

ず
、
最
大
限
酷
使
し
て
も
さ
ら
に
輝
く
妙
薬
な
の

で
あ
る
。
「
も
う
一
つ
の
頭
脳
」
の
味
に
お
ぼ
れ

て
齧
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
そ
れ
こ
そ
人
類
は
滅
亡

す
る
だ
ろ
う
。南

豫
明
倫
館  

館
長　

木
下　

博
民
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ス
テ
イ･

ハ
ン
グ
リ
ー
、

　
　

ス
テ
イ
・
フ
ー
リ
ッ
シ
ュ

 （
飢
え
て
い
な
さ
い
、
ば
か
げ
て
い
な
さ
い
）　

　
　
　
　
　
　
　

ス
テ
イ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ

今
月
の
言
葉

館
長　

木
下　

博
民

わ
た
し
の
青
春
期

平成24年度下期主要行事予定

平成24年度 支援会  募金状況

理事・監事
評議員・審議委員
OB
現保護者
一般
法人
市町村
合計

募金数
15人
22人
19人
2人
15人
3社
1市

77（人・社・市）

募金額（円）
460,000
430,000
245,000
20,000
165,000
120,000
50,000

1,490,000
※一般には元保護者を含みます。

（平成24年9月30日現在）

平成24年

10月05日（金） 入寮説明会（宇和島市）

10月06日（土） 寮生保護者懇談会

11月23日（祝） 第4回常務理事会・寮祭

12月01日（土） 第5回常務理事会

12月03日（月） 南予高校での入寮説明会

12月24日（月） 冬季休暇開始

 

平成25年

01月05日（土） 冬季休暇終了

01月19日（土） 第2回定例理事会

02月17日（日） 第6回常務理事会

03月09日（土） 第7回常務理事会

 新入寮生書類選考

03月15日（金） 面接選考（宇和島市）

03月下旬 平成25年度生入寮開始

～07日（金）

明倫館だより 第58号明倫館だより 第58号

公
益
財
団
法
人  

南
豫
奨
学
会

「
奨
学
金
支
援
会
」だ
よ
り

　

平
成
二
十
四
年
度
の
奨
学
金
支
援
会
の
募
金
状
況

は
、
左
記
の
通
り
、
九
月
三
十
日
現
在
、
皆
様
の
篤
志

の
お
か
げ
で
百
四
十
九
万
円
に
達
し
て
い
ま
す
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
支
援
に
よ
り
、
大
学
に
通
う
寮
生
の
学
資
と
し
て
、

奨
学
金
を
貸
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
十
一
人

の
寮
生
に
月
額
五
万
円
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
募

金
の
状
況
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
財
源
は
逼
迫
し
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
南
豫
明
倫
館
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

鋭
意
節
約
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
一
層
の

ご
芳
志
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご　

挨　

拶

　
　
　
　
　

   

奨
学
金
支
援
会  

会
長   

伊
達　

宗
信
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こ
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ん

か


